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研究成果の概要：今日、世界レベルで経済ネットワークをもつ商人について、その経済活動の

実態と歴史的背景に関する知見を深めることができた。とりわけ、さまざまな学的立場にある

研究者が、ユーラシア大陸とアフリカ大陸の広い地域で「人の移動」を焦点にした情報を集積

したことによって、「労働移動」という観点に陥りがちな今日の「人の移動」に関する研究につ

いて、発想の転換と新たな分析枠の構築の試みにいたることができた。 

 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００６年度 ３，６００，０００ １，０８０，０００ ４，６８０，０００ 

２００７年度 ３，５００，０００ １，０５０，０００ ４，５５０，０００ 

２００８年度 ２，９００，０００ ８７０，０００ ３，７７０，０００ 

年度    

  年度    

総 計 １０，０００，０００ ３，０００，０００ １３，０００，０００ 

 

 

研究分野：文化人類学・西アフリカ研究  

科研費の分科・細目：文化人類学・文化人類学･民俗学 

キーワード：移動、商業、宗教、文明、ネットワーク、アフリカ、ユーラシア 

 
１．研究開始当初の背景 

現代の世界においては、排他性を過度に強
調した宗教観にたつ文明論が人々の意識を
緊張と対立へ導こうとしている。旧ユーゴ紛
争、あるいはニューヨーク 9.11 テロなどに
関する分析がその典型である。だが、現実の
諸文明は、歴史的な相互交流と干渉によって
自己形成を行ってきた相互依存的システム
であり、さらに、この相互依存性をになうの
が商業と宗教のネットワークであると、当研
究代表者と参加者たちは考えた。 

 
２．研究の目的 

グローバル化時代にますます盛んにかつ

可視化している「人の移動」という現象に注
目して、その根源的な要因を追及することを
めざした。それは、人類の歴史的経験と現代
世界の諸現象を統合する試みであると同時
に、諸民族の共存を射程に据えた超国家的な
諸文明の相互依存性を、宗教と商業の相互補
完的ネットワークから理解しようという試
みである。 

 
３．研究の方法 

文化人類学者、歴史学者、宗教社会学者、
宗教学者が結集し、歴史人類学の理論と方法
を用いて、「人の移動」にもとづく宗教と商
業の相互補完的で広域なネットワークを調
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査した。対象としたのは、西アフリカとアジ
ア、旧大英帝国領の南部アフリカとイギリス、
東地中海半島部、南・西アジアなどの諸地域
におけるイスラーム、キリスト教、ユダヤ教、
仏教、シク教、ヒンドゥー教などの諸宗教と
商業のネットワークである。 

具体的には歴史上に名を知られる広域で
活動を展開していた商業民族と、かれらが帰
依する宗教との関連を、上記地域を対象とし
て、それぞれの研究者が調査をおこなった。 

それによって、さまざまな学的立場から
「文明の衝突論」の脱構築をはかり、諸民族
の持続可能な共存に寄与することをめざし
た。 
 
４．研究成果 
(1)三島はアフリカの商業民ソニンケのネッ
トワークの世界的拡大の実態を調査するた
めの基礎として、まず人的交流を深めた。ア
メリカ合衆国ではソニンケ出身の研究者と
情報を交換し、また在中国のソニンケ商人を
日本での研究会に招聘した。さらに商業民族
に関する比較研究の一環として、トルコのク
ルド商人について現地調査をおこなった。予
定していたレバノンでの現地調査は、イスラ
エルによる侵攻で現地情勢が不穏になった
ため中止された。80 年代におけるアフリカ商
業民のアジアへの移動の中心となったタイ
のバンコクでは、ソニンケを中心とした移動
と経済活動に関する最新の動態を調査した。
また商業の歴史的継続性に関する比較研究
の一環として、モロッコの市場の調査をおこ
ない、サハラ以南のアフリカに広がったイス
ラームと市場のシステムに共通性があるこ
とを発見した。さらにソニンケのネットワー
クの世界的拡大の実態を確認するために、エ
ジプトのカイロで実地調査を行った。その結
果、ソニンケのネットワークの存在は確認で
きなかったが、おなじマンデ系に属する民族
の集団がコミュニティーを作っていること
がわかった。これらの調査によって、ソニン
ケの世界規模での移動地域の分布と特徴が
明らかとなった。 
 
(2)保坂はインド、スリランカにおいて、中
東への出稼ぎとイスラーム化との関係を調
査したほか、国内においても商業活動と宗教、
宗派の関係の基礎的な資料収集や情報交換
をおこなった。その成果の一部は別紙の業績
にあるとおり、商業活動と宗教倫理の関係性
についての考察およびシク教の世界的な発
展とその商業活動との関係などに関する研
究として刊行された。またタイへ移動したシ
ク教のコミュニティーに関する調査および
資料収集をおこない、他の研究助成も合わせ
て、中国とベトナムにおいても調査を実施し
た。さらにマレーシアおよびタイにおいて実

地調査を行い、シク教徒を中心とする商業と
民族移動の連続性について実態を把握した。
マレーシアにおいては、当地のシク教の国際
会議にオブザーバーとして参加し、またタイ
においては当地のシク教徒移民の歴史とそ
の特徴について調査した。なかでも特に重要
と思われる現象はインドで少数派のナー
ム・ダリ派がタイにおいて大きな勢力を持つ
事であり、一層の調査と解明が課題となった。 
 
(3)井野瀬は、国内での文献調査を行い、大
英帝国のネットワークの理論的な解明を進
めた。次に南アフリカと大英帝国との関連に
ついて文献調査を行った。さらに奴隷貿易に
おける「人の移動」に関する文献調査をおこ
ない、大英帝国に関する帝国観に対してアフ
リカ側からの分析を試みた。この成果は、別
紙の業績にあるとおり、すでに単著として刊
行されている。 
 
(4)新免は、バルカン半島地域におけるユダ
ヤ人商人のネットワークについてトルコで
調査をおこない、ムスリムからみたユダヤ商
人像およびユダヤ商人のオスマン帝国にお
ける歴史的な役割の一端について考察を深
めた。また地中海経済圏で重要な役割を演じ
ていたユダヤ商人の痕跡を辿りつつ、現代の
地中海経済の実状を調査した。研究の展開上、
アフリカ側ではモロッコ、またアラブ・ヨー
ロッパ双方の接点としてマルタ島において
調査をおこなった。最後に、かつてのメッカ
巡礼の二大基地のひとつであるカイロをネ
ットワークの歴史的連続性という観点から
調査した。航空機の発達によってメッカ巡礼
におけるカイロの意義は低下したものの、ア
フリカ内部におけるネットワークの結節点
としての役割はなお大きく、近代都市として
現在も重要であることが認識された。 
 
(5)海外共同研究者であるシセは、植民地時
代にセネガルに移住したのち大きな経済力
を持ち続けているレバノン商人の調査をお
こなったほか、アフリカへの中国人の経済進
出についても調査を開始した。シセは、前年
度の研究成果の報告をかねて来日し、古代フ
ェニキアの故地であったレバノン出身であ
る商人の今日的な経済活動について、メンバ
ーと有益な意見交換をおこなった。またアフ
リカへの中国人の経済進出の最新の情報に
ついても報告した。 
 
こうして世界レベルで経済ネットワークを

もつさまざまな商人の経済活動の実態とそ
の歴史的背景について、多くの情報と知見を
得ることができた。それによって、宗教的な
要因との関連性について考察を深めること
ができた。とくにネットワークの地理的拡大



 

 

と歴史的連続性をつなぐための重要な要因
として宗教をとらえることによって、「人の
移動」について発想の転換と新たな分析枠の
構築を提示することができた。  
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